
介護現場の生産性向上のためのロジックモデル（1/5）
はじめに

介護分野における生産性向上のためのロジッ
クモデルは、介護ロボット等のテクノロジー
を活用し、業務の改善や効率化により生み出
した時間を直接的な介護ケアの業務に充てる
ことで、「①介護人材の定着」や「②介護
サービスの質の向上」といった、介護現場に
おける生産性向上を目指しています。



①介護人材の定着

職員の業務負担の軽減を図り、残業時間の削
減や有休休暇の取得につなげ、また、生み出
された時間を研修等人材育成に活用する等に
より、介護人材の定着につなげ、ひいては離
職率の低下や介護人材の確保を目指していま
す。



②介護サービスの質の向上

業務の改善や効率化により生み出した時間を
直接的な介護ケアの業務に充て、利用者と職
員が接する時間を増やすなど、介護サービス
の質の向上に繋げることを目指しています。



介護現場の生産性向上のためのロジックモデル（2/5）
目指すべき姿に

辿りつかない理由

介護職員の業務負担の軽減、介護人材の定着
や介護サービスの質の向上を実現するために
は、諸々の課題があります。改定検証結果に
よると、介護テクノロジーの費用が高い、介
護テクノロジーを使いこなせるか不安、介護
テクノロジーの必要性を感じていない、と
いった課題が明らかになっています�

� 令和３年度介護報酬改定の効果検証及び調
査研究に係る調査（令和４年度調査）



介護現場の生産性向上のためのロジックモデル（3/5）
解決手段の検討

課題解決のためには、取組の方法や手順、効
果を示すこと、現場の取組の中核となるデジ
タルに精通した人材を育てること、いつでも
何でも相談できる窓口をつくることが大事と
考え、課題解決の手段を設定しています。



介護現場の生産性向上のためのロジックモデル（4/5）
取組の実施・活動の浸透

各現場において、課題解決の手段を活かし、
取組を実践してもらうことが重要です。具体
的には、デジタル人材の配置、委員会の設
置、業務の明確化・役割分担といったタスク
シフトが進み、介護ロボットやICT機器の導
入や、居宅系サービスについてはケアプラン
データ連携システムの活用が進んでいくこと
を想定しています。これらの取組が浸透する
ことで、業務の効率化による残業時間や総業
務時間の減少につながっていきます�

� 取組に活用可能な各種ツール （厚生労働
省�

� 【自治体向け】取組の支援・普及に向け
た推進について （厚生労働省）

https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.mhlw.go.jp%2Fkaigoseisansei%2Ftool%2Findex.html&data=05%7C02%7C%7C0b96ef9844874fb03f9b08dcd39f18c9%7C06e4a0ff49724a8baf304571361d1344%7C0%7C0%7C638617928617020436%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=EDtISVVZUfh%2BKHTePVM55EG7GlO6dZdbJv%2BTdZ3OLvw%3D&reserved=0
https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.mhlw.go.jp%2Fkaigoseisansei%2Flocalgov%2Findex.html&data=05%7C02%7C%7C0b96ef9844874fb03f9b08dcd39f18c9%7C06e4a0ff49724a8baf304571361d1344%7C0%7C0%7C638617928617050124%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=RhjvsjnyloXmft5d2GyuYMcYBaH%2FARyWc3hapt2CeFo%3D&reserved=0
https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.mhlw.go.jp%2Fkaigoseisansei%2Flocalgov%2Findex.html&data=05%7C02%7C%7C0b96ef9844874fb03f9b08dcd39f18c9%7C06e4a0ff49724a8baf304571361d1344%7C0%7C0%7C638617928617050124%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=RhjvsjnyloXmft5d2GyuYMcYBaH%2FARyWc3hapt2CeFo%3D&reserved=0
https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.mhlw.go.jp%2Fkaigoseisansei%2Ftool%2Findex.html&data=05%7C02%7C%7C0b96ef9844874fb03f9b08dcd39f18c9%7C06e4a0ff49724a8baf304571361d1344%7C0%7C0%7C638617928617020436%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=EDtISVVZUfh%2BKHTePVM55EG7GlO6dZdbJv%2BTdZ3OLvw%3D&reserved=0


介護現場の生産性向上のためのロジックモデル（5/5）
目指すべき姿の達成

業務効率化により生み出された時間を活用す
ることで、利用者のケアに充てる時間の増
加・有給休暇の取得の増加・介護人材の定着
といった具体的な効果が現れてきます。その
結果、離職率の低下、人員配置の柔軟化が進
んだり、ケアの質の確保ができる、といった
介護現場の生産性向上の効果を実現すること
ができます。


